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1. はじめに 

 2025 年度（令和 7 年度）、学習指導要領の改訂に伴い、大学入学共通テストにおいて新科

目「公共」が導入された。これまでの「現代社会」が担ってきた役割を継承しつつ、より主

権者教育としての側面を強めた本科目の導入は、現場の教員に「知識の伝達」から「思考力

の育成」へのパラダイムシフトを迫るものであった。本報告では、明治大学教育会第 18 回

総会・研究大会第 1 分科会での発表に基づき、初年度の共通テスト分析から得られた知見

と、それに対する実践的な授業アプローチとしての「A.L. Time（Active Learning Time）」

の有効性について、具体的な事例を交えながら考察する。 

 

2. 2025 年度大学入学共通テスト「公共、政治・経済」の分析 

2.1 受験状況と全体概況 

 本年度の「公共、政治・経済」

の受験者数は 127,120 名に達

し、地理歴史・公民の選択科目

の中で最大規模となった。平均

点は 62.66 点（中間集計値）で

あり、旧課程「政治・経済」の

昨年度平均点（44.35 点）と比

較して大幅に上昇した。この要

因としては、新課程への移行に

伴う経過措置や、資料読解を中

心とした設問構成が受験生に

とってアプローチしやすかっ

たことが挙げられる。 

 

2.2 出題形式と内容の特徴 

 大問構成は、第 1 問・第 2 問

が「公共」（配点 25 点）、第 3 問

以降が「政治・経済」との共通

問題という形式であった。特筆

すべきは、単純な知識の再生を

問う設問が激減し、初見の資料

（文献、統計、対話文）を読み

解き、論理的に思考させる設問

[資料 1：共通テストの設問構成と傾向分析（資料

スライド 15〜17 ページ参照）] 
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が主流となった点である。例えば、男女共同参画社会に関する設問や、ICT の活用、ウクラ

イナ情勢、格差問題など、現代社会が直面する諸課題が、架空の探究学習の場面設定ととも

に多角的に出題された. 

 

3. 新課程「公共」をめぐる「誤解」と現場の課題 

3.1 「公共」は知識だけで対応可能か 

 一部の受験指導の場では「公共は現代社会の焼き直しであり、常識や最低限の知識で解け

る」という楽観論が見られた。しかし、本試験の結果を詳細に分析すると、その認識は危う

いと言わざるを得ない。 

 確かに資料読解能力があれば正答可能な問題も存在するが、それは「知識が不要」である

ことを意味しない。むしろ、膨大な資料から正解を導き出すための「軸」となる概念理解が

欠落していれば、時間内に解答を終えることは困難である。 

 

3.2 思想・倫理分野の重要性 

 第 2 問において、ハンナ・アーレントの「活動」や、ハーバーマスの「対話的理性」とい

った思想的背景を問う空欄補充問題が出題されたことは象徴的である。新科目「公共」は、

単なる時事解説ではなく、人間が公共空間においていかに在るべきかという哲学的な問い

を内包している。また、「形式的平等」と「実質的平等」の差異を問う設問など、教科書レ

ベルを超えて用語の本質的な意味を問う姿勢が明確に打ち出されている。 

 

[資料 2：「公共」の誤った認識と実態の乖離（資料スライド 18 ページ参照）] 
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4. 授業実践の提案：コペルニクス的転換 

4.1 「A.L. Time」のコンセプト 

 共通テストの変容に対応するため、報告者は「コペルニクス的転換」と称した授業改革を

提唱している。これは、教員がマイクを持って知識を流し込む「一方通行型授業」を全否定

するのではなく、生徒自身が「公共」という科目を主体的に思考するための時間を確保する

手法である。この「A.L. Time（Active Learning Time）」では、以下の 3 つの柱を重視す

る。 

1. 「倫理分野」の強化：社会契約説や現代思想を通じ、論理的思考の OS を構築

する。 

2. 「データ・日本語分析」の徹底：統計資料や長文読解を通じ、情報の取捨選択

能力を磨く。 

3. 共通テスト攻略への特化：単なる過去問演習ではなく、設問の「構造」を理解

させる。 
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4.2 具体的な実践事例：心理的葛藤の類型化 

 生徒にとって抽象的になりがちな心理学的な概念（葛藤）を、共通テスト形式の設問を用

いて実践的に学習させる。例えば、「友人との楽しい時間（接近）」と「勉強不足による不安

（回避）」が混在する「接近―回避型」の葛藤など、具体的な学校生活の場面をモデル化し、

選択肢の中から論理的に正しい組み合わせを選ばせる訓練を行う。 

 

[資料 3：葛藤の類型に関する演習問題（資料スライド 22 ページ参照）] 
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5. 実践演習とデータリテラシー 

5.1 二酸化炭素排出量の推移を題材に 

 資料読解能力の育成において、

報告者が実際に行った演習を紹介

する。2026 年度代ゼミ共通テスト

実践演習を参考に、2005 年から

2015 年にかけての主要国の二酸化

炭素排出量の推移を分析させる課

題である。ここでは、単にグラフの

増減を眺めるだけでなく、「2005 年

比で何％減少したか」といった具

体的な計算や、複数の資料（表と

図）の整合性を検証させる。 

 

5.2 論理的検証のプロセス 

 例えば、ある選択肢が「2015 年

の合計値は2005年の合計値よりも

小さい」と述べている場合、生徒に

実際に数値を合算させ、その正誤

を数学的に裏付けさせる。このよ

うな「手間のかかる検証」を日常の

授業に取り入れることで、共通テ

スト特有の「一見正しそうに見え

る誤文」を見抜く力を養うことが

できる。 

 

  

[資料 4：CO2排出量に関するデータ分析演習

（資料スライド 20〜21 ページ参照）] 
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6. おわりに ―公民教育の未来に向けて― 

 「公共」という科目の本質は、単なる知識の習得にあるのではなく、正解のない問いに対

して、他者と対話しながら合意形成を図るプロセスを学ぶことにある。大学入学共通テスト

が資料読解や論理的思考を重視する方向に舵を切ったことは、この科目本来の趣旨に沿っ

たものと言える。我々教員に求められているのは、教科書の内容を網羅することに汲々とす

るのではなく、生徒が社会的事象に対して「なぜそうなるのか」「自分ならどう考えるか」

という問いを持ち続けられるような場を設計することである。本報告で述べた「A.L. Time」

の実践が、その一助となれば幸いである。 

 今後も、明治大学教育会での学びを活かし、変化し続ける入試制度と社会情勢に対応した

公民科教育の在り方を模索していきたい。 
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